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〔Ⅰ〕 
問１ ア 原子番号   イ アルカリ金属  ウ アルカリ土類金属  エ ハロゲン 
問２ オ Ａｒ      カ Ｎａ       キ Ｆ 
問３ ク 右上     ケ 大き      コ 極性        サ 無極性 
問４ アルミニウム 
問５ Ｈ2Ｏ，Ｈ2Ｓ，Ｈ2Ｓｅ，Ｈ2Ｔｅについて，ＨＯの電気陰性度の差はであり，ＨＳ・

ＨＳｅの，ＨＴｅのより著しく大きいので，Ｈ2Ｏは他の族元素の水素化合

物に比べて極性が大きく，分子間で水素結合を形成して沸点が高くなる。 

問６ ＮＨ3 

 
〔Ⅱ〕 

問１ ア 面心   イ 体心   ウ      エ      オ 


 () 

カ イオン  キ     ク      ケ      コ 分子 
問２ 〔計算過程〕 

原子量をとすると，単位格子個あたり個の原子が含まれているので， 
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答   
問３ 〔計算過程〕 

単位格子にはＣｓＣｌ単位が個含まれる。ＣｓＣｌより， 
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答   
問４ ダイヤモンド，黒鉛 
 



〔Ⅲ〕 
問１ 〔計算過程〕 

プロピオン酸Ｃ2Ｈ5ＣＯＯＨの水溶液のモル濃度を()，電離度をとすると， 

Ｃ3Ｈ6Ｏ2より，
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平衡状態において，[Ｃ2Ｈ5ＣＯＯＨ]() 
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ここで，電離度はに比べて非常に小さいので，≒と近似すると， 

以上より，

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[Ｈ+]×××() 
答（電離度）     ×  
答（水素イオン濃度） ×  

問２ 答（化学反応式）Ｃ2Ｈ5ＣＯＯＨ + ＮａＨＣＯ3 → Ｃ2Ｈ5ＣＯＯＮａ + Ｈ2Ｏ + ＣＯ2 

答（二酸化炭素の物質量）   
問３ 2Ｃ3Ｈ6Ｏ2 + 7Ｏ2 → 6ＣＯ2 + 6Ｈ2Ｏ 
問４  
問５ 〔計算過程〕 

元素分析より，化合物Ａの組成比は，ＣＨ
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よって，化合物Ａの分子式は(Ｃ5Ｈ4)とおける。問４より， 
(Ｃ5Ｈ4)    ∴  

以上より，化合物Ａの分子式はＣ10Ｈ8 

答 Ｃ10Ｈ8  
問６ 〔計算過程〕 

化合物Ａの完全燃焼の反応式は，Ｃ10Ｈ8 + 12Ｏ2 → 10ＣＯ2 + 4Ｈ2Ｏ 
混合物中のプロピオン酸を(l)，化合物Ａを()とすると， 
完全燃焼によって生成したＣＯ2とＨ2Ｏの物質量より， 

ＣＯ2：
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Ｈ2Ｏ：
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①，②より，×()，×() 
答（プロピオン酸） ×  
答（有機化合物Ａ） ×  



〔Ⅳ〕 
問１ 

 
問２ 構造異性体 
問３ (ア) カルボキシ基   (イ) ヒドロキシ基 
問４ 

 
問５ 

 
問６ 赤紫色 
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選択問題 
〔Ⅴ〕 
問１ ア グルコース   イ フルクトース  ウ マルトース 

エ スクロース   オ グリコーゲン  カ セルロース 
問２ ア (ａ)       イ (ｂ) 
問３ 色  青紫色 

理由 デンプンはらせん構造をもち，デンプン分子のらせん構造内にヨウ素分子が

入り込むから。 
問４ 〔計算過程〕 

単糖の生成反応の熱化学方程式は， 
6Ｃ(固)6Ｈ2(気)3Ｏ2(気)Ｃ6Ｈ12Ｏ6(固) 

単糖の燃焼熱を()とすると， 
生成熱(反応物の燃焼熱の総和)(生成物の燃焼熱の総和)より， 
(××)   ∴ () 

燃焼熱   
 
選択問題 
〔Ⅵ〕 
問１ (ア) タンパク質   (イ) 温度   (ウ) pH   (エ) 減少 

※(イ)，(ウ)は順不同 
問２ 触媒は，活性化エネルギーの小さい反応経路をつくり，反応速度を大きくする。(36) 
問３ 酵素はタンパク質からなり，熱や酸・塩基によって立体構造が変化して失活するか

ら。(39) 
問４ (ⅰ) Ａ 

℃の曲線を選んだ理由 
温度が低くなると反応速度が小さくなるので，℃よりグラフの傾きは小

さくなる。また，ＮＨ3の生成は発熱反応なので，温度を下げると平衡がＮＨ3

生成の方向に移動し，ＮＨ3生成率が大きくなるため，Ａが適当である。 
(ⅱ) 
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℃(触媒なし) 
℃(触媒あり) 


